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今年度要求のポイント

重症障害者在宅医療的ケア支援関連事業

事 業 名 訪問看護利用料助成

1,170

22,877

助成費（重度障害児）

事 業 費

重度の障害者（児）で居宅において療養が必要な方の、在宅医療の推
進及び福祉の増進を図る。

対象を重度障害者（児）に限定しており、所得
制限も設けている。また、医療保険による自
己負担の一部を助成する事業でもあり、継続
して実施する。

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 24,22624,047

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

在宅で訪問看護ステーションを利用する重度の障害児で、障害の永続性等を判定
することが難しい等の理由により障害者手帳等が取得できず、当該制度の対象と
ならない乳幼児（４歳未満で障害の程度が判定できないとされた乳幼児）に対
し、医療保険による訪問看護の利用料の自己負担が１割となれるよう助成する。

25年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

助成費

その他

24,22624,04719,758

利用対象者　8人分

23,056 利用対象者　308人分

内容・積算等

平成8年度開始 利用者、サービス提供事業者とも増加して
きており、継続実施する。

【経過（～25年度）】 【26年度】

重度障害者（児）で在宅療養をしているが方が、訪問看護ステーショ
ンより床ずれの処置や清拭などの医療サービスを受けた際、その利用
料の一部を助成する。

事業目的

事業内容

整理番号 11 - 071

事業期間 　H8　～　H　　

平成24年度決算額

1,170

3 局・課名 健康福祉局・障害者支援課
マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
1

区分
その他一般施策

－
(単位　千円)


